
　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
す
た
め
、
施

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
と
も
に
、
地

域
で
お
互
い
に
協
力
し
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う｢

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を
推

進
し
て
い
ま
す
。
乗
り
物
で
席
を
譲
っ

た
り
、
扉
の
開
け
閉
め
を
手
伝
っ
た
り

す
る
な
ど
、
誰
も
が
で
き
る
小
さ
な
気

遣
い
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
市
内
の
小
学
４
年

生
を
対
象
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
12
の
小
学

校
で
実
施
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

◆
多
機
能
ト
イ
レ
の
適
正
利
用
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
ト
イ
レ
は
、

車
い
す
の
か
た
や
介
助
が
必
要
な
か
た

な
ど
が
利
用
す
る
ト
イ
レ
で
す
。

　

一
般
ト
イ
レ
を
利
用
で
き
る
か
た

は
、
多
機
能
ト
イ
レ
を
長
時
間
利
用
す

る
こ
と
を
控
え
る
な
ど
、
利
用
マ
ナ
ー

の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆｢

車
い
す
等
マ
ー
ク｣

の
駐
車
区
画
の

　
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

障
が
い
者
や
要
介
護
者
、
妊
産
婦
な

ど
に
利
用
者
証
を
交
付
し
、
駐
車
区
画

の
適
正
利
用
を
図
る｢

障
害
者
等
用
駐

車
区
画
利
用
制
度｣

を
実
施
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
利
用
マ
ナ
ー
向
上
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
管
理
者
の
か
た
は
、
制

度
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、｢

障
害
者

等
用
駐
車
区
画｣

の
設
置
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
秋
田
県
地
域･

家
庭
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎(

８
６
０)

１
３
４
２

　

各
手
当
は
認
定
基
準
に
照
ら
し
合
わ

せ
て
支
給
を
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
い

ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

 【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

対
象
▼

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
中

程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
か
た

支
給
額(

月
額)

▼

１
級(

重
度)

…
５
万
２
千
200
円

２
級(

中
度)

…
３
万
４
千
770
円

 【
障
害
児
福
祉
手
当
】

対
象
▼

20
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
級
程
度
か
療
育
手

帳
の
お
お
む
ね
Ａ
程
度
の
障
が
い
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
お
子
さ
ん

支
給
額(

月
額)

▼

１
万
４
千
790
円

 【
特
別
障
害
者
手
当
】

対
象
▼

20
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
お
お
む
ね
１
〜
２
級
程
度
の
障
が

い
が
重
複
し
て
お
り
、
日
常
生
活
に
お

い
て
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
か
た

支
給
額(

月
額)

▼

２
万
７
千
200
円

＊ 

身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
を
お

持
ち
で
な
く
て
も
、
同
程
度
の
障
が

い
の
あ
る
か
た
は
対
象
で
す
。
た
だ

し
、
障
が
い
の
あ
る
か
た
が
施
設
入

所
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

◆�

特
別
児
童
扶
養
手
当･

障
害
児
福
祉

手
当･

特
別
障
害
者
手
当･

福
祉
手
当

を
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

受
給
し
て
い
る
か
た
の
住
所
が
変
わ

る
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。　

◆�
特
別
障
害
者
手
当
を

　
受
給
し
て
い
る
か
た
へ

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
へ
入
所
し

た
場
合
や
、
病
院
、
老
人
保
健
施
設

な
ど
へ
継
続
し
て
３
か
月
を
超
え
る

入
院
を
し
た
場
合
は
、
受
給
資
格
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
し

て
い
る
と
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必

ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

　

重
度
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
が
利
用
し
て
い
る
、｢

通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券｣

を
更
新
す
る
申
請

書
を
２
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
必
要

事
項
を
書
い
て
、
２
月
28
日
(金)
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
利
用
券

は
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
な
ど
に
よ
り
、
申
請
書
が

届
か
な
い
か
た
や
新
た
に
利
用
し
た
い

か
た
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

対
象
▼｢

内
部
機
能
障
害
１
級｣｢

肢
体
不

自
由
の
下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害
１

〜
３
級｣｢

視
覚
障
害
１
〜
３
級｣

の
い

ず
れ
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
在
宅
の
か
た

＊ 

入
院･

施
設
入
所
中
の
か
た
は
対
象

外
で
す
。
ご
自
宅
に
戻
っ
て
か
ら
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
場
所
▼

市
役
所
１
階
障

が
い
福
祉
課
、
各
市
民
Ｓ
Ｃ(

中
央･

東

部･

南
部
別
館
を
除
く)

＊
左
記
宛
先
へ
郵
送
も
で
き
ま
す
。

　

〒
０
１
０-

８
５
６
０

　
　

秋
田
市
役
所
障
が
い
福
祉
課

令和２年１月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉(�)内は前月比

�【人口】305,625人(-295)…男▶144,125人(-122)／女▶161,500人(-173)
����������12月分…出生▶140人／死亡▶343人／転入▶444人／転出▶536人

＊１年前の人口▶307,940人
�【世帯】136,628世帯(-141) ８

一
人
一
人
の
思
い
や
り
で

｢
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を

各
種
手
当
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
が
い
者
の
通
院
用

タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
更
新

【利用証】

車いす使用者用
(青色)

車いす使用者以外用
(緑色)

市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ市役所からのお知らせ

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
の
様
子

バ
リ
ア
フ
リ
ー

教
室
の
様
子



９　広報あきた　2020年２月７日号

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス(

子
宮

頸
が
ん
予
防)

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関

係
を
否
定
で
き
な
い
副
反
応
が
特
異
的

に
見
ら
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
平
成
25

年
６
月
の
厚
生
労
働
省
の
通
知
に
基
づ

き
、
秋
田
市
で
は
、
積
極
的
な
接
種
勧

奨
を
一
時
的
に
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
期
接
種
を
中
止
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る

か
た
は
委
託
医
療
機
関
で
の
接
種
が
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
５
７
９

対
象
▼

12
歳
と
な
る
日
の
属
す
る
年
度

の
初
日
か
ら
16
歳
と
な
る
日
の
属
す
る

年
度
の
末
日
ま
で
の
間
に
あ
る
女
子

＊�

接
種
す
る
場
合
、
医
師
と
よ
く
相
談

し
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と
リ
ス
ク

を
理
解
の
上
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
管
理
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
９

　

医
療
機
関
で
受
け
る
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
、
子
宮
頸
が
ん
の
各
検
診

と
、
お
と
な
の
歯
科
健
診
は
２
月
末
で

終
了
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
検
診
は

３
月
上
旬
で
終
了
し
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
や
料
金
な
ど
、
詳
し

く
は｢

秋
田
市
の
健
診
ガ
イ
ド｣

ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
広
報
ID
番
号 

１
０
０
５
３
８
１

対
象(

年
齢
は
３
月
ま
で
に
迎
え
る
誕

生
日
当
日
の
年
齢)

大
腸
が
ん
検
診
▼

40
歳
以
上
の
か
た

前
立
腺
が
ん
検
診
▼

50
歳
以
上
の
男
性

子
宮
頸
が
ん
検
診
▼

20
〜
39
歳
の
女
性

ま
た
は
40
歳
以
上
で
偶
数
歳
の
女
性

お
と
な
の
歯
科
健
診
▼

30･

40･

50･

60･

70

歳
の
か
た

乳
が
ん
検
診
▼

40
歳
以
上
で
偶
数
歳
の

女
性

＊�

秋
田
市
国
保
加
入
者
は
、
お
と
な
の

歯
科
健
診
以
外
は
無
料
で
す
。
受
診

の
際
は
、
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

保
健
予
防
課
☎(

８
８
３)

１
１
７
６

　

４
月
１
日
(水)
か
ら
、
商
工
組
合
中
央

金
庫
秋
田
支
店
の
公
金
収
納
業
務
を
廃

止
し
ま
す
。
税
金
な
ど
の
支
払
い･

振

り
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
水
道
料
金
の
口
座
振
替
は

引
き
続
き
ご
利
用
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

会
計
課
☎(

８
８
８)

５
７
７
６

医
療
機
関
で
受
け
る
検
診

が
ま
も
な
く
終
了
し
ま
す

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

商
工
組
合
中
央
金
庫
秋
田

支
店
の
公
金
収
納
を
廃
止

■
平
成
30
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

　

秋
田
市
の
要
介
護･
要
支
援
認
定
者
数

は
、
昨
年
の
３
月
末
で
１
万
９
千
749
人
で

し
た
。
そ
の
割
合
は
、
市
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
約
９
万
５
千
人
に
対
し
、
ほ

ぼ
５
人
に
１
人
。
そ
れ
に
伴
い
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
費
用
も
年
々
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
に
、
秋
田
市
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
使
わ
れ
た
お
金(

給
付
費)

は
約

272
億
２
千
500
万
円
で
、
29
年
度
に
比
べ
て
約

５
千
200
万
円
増
え
ま
し
た
。

　

給
付
費
の
内
訳
は
左
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
。
介
護
保
険
の
財
源
は
、
半
分
を
公

費(

税
金)

で
、
残
り
半
分
を
第
一
号
被
保
険

者(

65
歳
以
上)

の
保
険
料(

23
％)

と
第
二
号

被
保
険
者(

40
〜
64
歳)

の
保
険
料(

27
％)

で

負
担
し
て
お
り
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
社

会
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法
の
ご
確
認
を

■

保
険
料
が
特
別
徴
収(

年
金
か
ら
引
き
落
と

し)

の
か
た
で
も
、
次
の
場
合
は
、
一
時
的

に
普
通
徴
収(

窓
口
納
付)

に
な
り
ま
す
。

▼

年
間
保
険
料
の
減
額 

▼

年
度
の
途
中
で
65

歳
を
迎
え
た 

▼

他
市
町
村
か
ら
の
転
入 

▼

年
金
の
一
時
差
し
止
め 

な
ど

■

高
齢
の
か
た
は
、
納
付
方
法
が
引
き
落
と

し
か
ら
窓
口
納
付
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
気

づ
か
ず
、
納
め
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
家
族
も
納
付
方
法
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆保険料はみなさんが利用する介
護サービスの総費用に応じて決
まり、利用料が増えれば保険料
も増える仕組みです。

平成 30 年度〜令和２年度の介護保険料

秋田市で必要な介護サービスの総費用
×

65歳以上のかたの負担分(23％)
÷

秋田市内に住む 65 歳以上のかたの人数

年額 74,784 円
＝

秋田市の第一号被保険者の
介護保険料基準額算出方法

介護サービス給付費の内訳

問
い
合
わ
せ
は
介
護
保
険
課
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
概
要
▼

☎(
８
８
８)

５
６
７
４

介
護
保
険
料
の
納
付
▼

☎(

８
８
８)
５
６
７
２


